
エフエムふじごこ 第１７回番組審議委員会議事録 

 

１．開催日時 令和 1年１０月１８日（金曜日）  

２．開催場所 （株）CATV富士五湖 ２F会議室 

３．委員出席 委員総数 １２名  出席委員数 ６名 

出席委員の氏名 

吉沢秀雄、刑部一吉、望月 勉、半田初幸、岩森園子、萱沼 明、 

  欠席委員の氏名 

天野一則、小野政秋、上文司 厚、田辺一美、白須悦子、小俣まゆみ 

 

       放送事業者側出席者名 

       武川以爾身、権正一雄、宮下米夫、堀口美智幸  

 

４．議  題 １）災害情報の放送について 

       ２）防災協定の状況と情報伝達について 

       ３）番組を聴いての感想・その他 

 

５、議事の概要 

  今年は、夏以降台風が多く、災害および災害が発生する恐れがある状況は多発していること 

から、台風など災害となる可能性がある状況での、コミュニティFM果たすべき放送を中心に 

議事を進めた。 

 

６．審議内容 

番組審議委員会委員長により議事進行  

 

１）災害情報の放送について 

放送事業者側より、直近の台風19号を例に、放送方法、内容などについて報告が行われ 

た。 

 

（意見） 

台風 19号の際には、市内でも予定されていたイベントが中止されたが、このような場 

合の対応はどのようにしたのか？ 

 

    〔回答〕 

台風 19号については、発生当初から超大型であり関東地方を直撃するコースと予想さ 

れていたため、週末に予定されていたイベントが相次いで中止決定となりました。 

各番組内では、早くからイベントの告知を行ってきましたが、中止の連絡があり次第、 

直近の放送で、イベントの中止、延期、短縮などの放送を行いました。また主催者側か 

ら連絡のない事業に関しては、当社側から連絡をして実施の可否等を確認して放送を行 

いました。 

 

 



（意見） 

今回の台風では、当地にも台風本体が接近しましたが、被害状況は余りなかったようで 

すが、被害が発生した場合には、そのような放送も実施する予定があるのでしょうか 

 

〔回答〕 

家屋や人的な被害はありませんでした。ニュースでは富士吉田市で1名負傷したと報じ 

られましたが、外を見に行って庭で転んで負傷したとのことですので、台風による直接 

的負傷と言うわけではありませんでした。 

そのほか道路の冠水箇所等の発生したようですが、特に大きな影響ではなかったよう 

    です。２次災害を防止する意味もありますので、行政側にも随時連絡を行い、状況の確 

認に努めました。 

 

（意見） 

今回は非常に大型の台風でしたが、これまでの台風情報と放送内容が若干変わっていた 

ようにも感じました。情報の収集はどの様にしていたのですか。 

 

    〔回答〕 

    今回は、事前に交通網に影響が出ることが予想されたため、早めに計画を出す事業者が 

多かったと思われます。 

情報としては、首都圏に向かう高速道路網の通行止め、あるいは通行止めが予想される 

区間や時間帯。鉄道網も同様に、JRなどが早めに計画運休を出しましたので、そうした 

交通網に関連する情報については、インターネットなどからの情報収集となります。 

また、大規模な小売店舗につきましては、首都圏などでも早めの閉店や休館等の情報が 

ありましたので、電話による問い合わせなどを行い、わかるものについては情報として 

番組内で放送を行いました。 

 

 （意見） 

最近は、避難情報が早いようにも感じますが、行政からは何か聴いていますか？ 

 

    〔回答〕 

    行政側としては、「空振り」となっても、災害の恐れがあると判断すれば、早めに出すよ 

うにしているそうです。また避難についても暗くなってからの避難とならないようにし 

たいとの声もありました。 

 

（意見） 

ホームページに、画像を送れる仕組みを整えたとのことですが、利用状況について教え 

てください。 

 

〔回答〕 

災害時に、情報を集めることを目的に平時でも、イベントなどの場所から気軽に画像を 

送れるように告知していますが、現状としては、まだ数件の利用のみで、災害時の画像 

等利用はありません。 

 



  （意見） 

    今回は、台風の直接的な被害が及び前から、事前情報として「災害時の備え」や「ハザ 

ードマップの確認」、「土砂災害発生の前兆」、台風に備えたワンポイントアドバイスなど 

聴取者に役立つ情報が多かったと思われます。 

 また各行政の発信した情報などをSNSなどを利用して拡散させるなど、工夫をした 

放送を行っていることも実感しました。 

 

  （意見） 

    一般の人には、避難所に避難を誘導しても、実際に行く人は少ないのではないかと思わ 

れます。これまで多くの災害があり避難所が映像として映し出されてきましたが、避難 

所に簡単に行けるようなことも平時から放送してはいかがかと考える。たとえば 

 ・避難所といっても大きな建物の場合、どこから入ればいいのか？ 

 ・避難所に行くときの必要な持ち物は？ 

 ・食事などはどの様になっているのか？ 

 ・寝るための布団や毛布はどのようにして配布されるのか？ 

こうした、簡単なことが理解されていないと、避難所が近くても親戚や知人の家に行っ 

たり、避難したりしないのではないかと思う。一度こうしたことをまとめて放送して見 

てはどうかと思います。 

 

    〔回答〕 

    一度、市役所の安全対策課と協議して、放送して見たいと思います。 

 

２）防災協定の状況と情報伝達について 

  エフエム富士五湖が結ぶ周辺市町村との防災協定や運用について放送事業者側から説明が行 

われた。 

 

（意見） 

各市町村とのやりとりは、どのように行われているのか？ 

 

〔回答〕 

気象台からの情報により、事前に「警報」が発令されるような状況となった際には、行 

政側から連絡が無くても、事前にFM側から行政に連絡を入れて、今後の計画などを伺 

うと同時に、住民に必要な情報がある時は、FM側にも情報を頂きたい旨の連絡を行っ 

ています。これにより、行政側の担当者も忘れずに連絡を入れて頂けていると思います。 

  （意見） 

今回のように、避難場所が多いと、伝えるにも時間がかかるようにも思いましたが、住 

民にとっては必要な情報ですので、簡略化などは行わずに伝えて頂きたいと思います。 

 

    〔回答〕 

簡略化というわけではないのですが、稀に読めない地名や字名などが行政から送られて 

くることがありますので、その際には確認後に放送を行っています。 

 

３）番組を聴いての感想・その他 



 

 （感想） 

    ・毎回ではありませんが、全番組を聴くように心掛けていますが、曜日によりパーソナ 

     リティの特徴が出ていていいと思います。 

    ・音楽だけでなく、地域の情報を数多く盛り込んで放送していることについては、住民 

としても、行政の情報や、イベント、催し、道路情報など身近な情報が得られる番組 

だと感じています。 

    ・お悔やみ情報については、ラジオで放送する内容としては、どうなのかなと感じてい 

     ましたが、声のトーンを変えたり、言い回しを変えたりと、聴覚障害者の方にも最適 

な情報であると感じました。 

 

  （意見） 

    ・紹介された曲の題名を、放送後にもう一度「ただ今の曲は○○の○○でした」と言っ 

て頂けると、途中から聞き始めてもわかるのではないかと感じました。 

    ・行政情報も丁寧に放送していますので、行政側にもこのメリットを広くアピールして 

頂けるようになればと思います。 

 

７．審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容 

    

  １）避難所に関する情報については、早急に情報提供となる番組を行政と制作します。 

 

２）放送中の曲の終了後には、できるだけ再度、曲の紹介をいれられるようにしました。 

 

３）エフエム富士五湖の番組パンフレットを広報紙と同時に配布して頂くことになりました。 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要の公表 

  公表の方法 ①自社番組内において放送 

        ②事務所への備置き 

        ③自社ホームページへの掲載 （https://www.fm2255.jp/） 

 

  公表の内容 番組審議委員会翌日の自社番組内において、ニュース形式で開催と簡単 

な内容を伝え、詳細な内容についてはホームページへの掲載を告知した。 

 

以上 


